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1. はじめに 

近年，監視カメラや高齢者の見守り，自動ブレーキな

どにおいて人の行動認識が必要とされている．特に自

動ブレーキにおいては自動車の自動運転の実用化に

向け，衝突回避のために歩行者の行動の認識･予測が

必要である．また人の検出は古くから行われおり，

Navneetらの研究[1]ではHOG特徴量を用いて検出を

行っている． 

畳み込みニューラルネット（convolutional neural 

networks，CNN）を用いた画像認識の研究が従来手

法より高い認識精度を出したことで，CNN を用いた研

究に関心が高まっている. Ji らの研究[2]では，画像数フ

レームを CNN の入力とすることで，動画像からの行動

認識において高い精度を出すことに成功している．また， 

RGB 画像と深度画像(RGB-D)を同時に用いることで

RGB 画像のみの認識よりも高い精度を出している研究

もある[3][4]． 

本研究では，RGB-D 画像数フレームを CNN への

入力として人の行動を認識する．深度情報を用いない

場合[1]と用いた場合で精度を比較する．DHAデータセ

ット[5]で CNN を学習させ，未知データにより行動分類

の認識精度を測定する． 

2. Convolutional Neural Network 

CNN とは，多層パーセプトロンの 1 つで中間層に

おいて，畳み込み処理とプーリング処理を複数回繰り

返し，特徴抽出をするニューラルネットワークである．

CNN は教師あり学習を前提としており，誤差逆伝播法

用いた勾配降下最適化法で学習を行う． 

3. 提案手法 

RGB-D画像数フレームを CNNの入力データとして，

特徴抽出，行動の識別を行う．本研究では日常，公共

の道路における歩行者の行動を対象とし，「立ってい

る」「電話をしている」「走っている」などの行動を認識す

る． 

4. まとめ 

本研究では RGB-D 画像を入力とした CNN による

行動分類手法を提案する．今後様々なデータベースを

用いて他手法との比較や CNN 構造の違いによる認識

精度の違いの検証を行う予定である. 

 
図 1．RGB-Dデータを用いた認識システム 
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